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関西電力では火力発電所煙突を約30本保有しており、数
年に1回の頻度で内部を点検している。従来は、煙突内部に
ゴンドラ足場を設置して、作業員が目視確認などによって点
検しているが、このようなゴンドラによる点検では高所作業
による労災リスクがあるとともに、相応の費用と時間が必要
である。そこで煙突内部点検に対応するドローンを開発し、
作業の安全性と効率性の向上を同時に達成する点検手法を確
立した。

当該取組について最も優れている点は、従来の目視点検と
同等の点検品質を確保しつつ、点検作業の安全性と効率性の
向上を同時に達成できることである。開発したドローンは、
鋼製煙突内部の非GPS環境下でも高精度かつ安定的に自律
飛行が可能であり、従来点検と同等の0.3mm幅の仔細なク
ラックの視認性確保を実現している。また、ドローンを活用
することで従来点検の大規模な仮設が不要となり、労災リス
クを低減するとともに、現場点検工期の約90％、点検費用
の約50％の削減を可能とした。

高所作業による労災リスクのある目視点検に代わり、十分
な点検性能を確保したうえで実現したドローン制御技術や画
像分析技術であり、現場ニーズに対応した技術開発である。
非GPS環境下でも安定した飛行と座標の把握ができ、ボ

イラー等他のインフラへの波及効果が期待できることが評価
された。

この度は経済産業大臣賞という大変名誉ある賞を

頂き光栄に存じます。

今後も、現状の取組に留まることなく、より高度

で合理的なシステムを目指し改良を重ね、インフラ

メンテナンス分野の一層の発展に貢献できるよう取

り組んで参ります。
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関西電力グループでは、様々な社会インフラ・サー

ビスを提供するプラットフォームの担い手となり、お

客さまと社会のお役に立ち続けるため、新たな価値の

創出に取り組んでいます。

このうちDshiftでは、デジタル技術に係るシステム

構築、設備点検および設備健全性評価等のサービスを

提供し、お客さまのＤＸ推進を支援しています。
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